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第４章 総合評価 

今回計画が周辺の環境に及ぼす影響について検討した結果、その影響は概ね軽微なものであ

ると考えられる。今回計画の実施にあたっては、工法・工期等について十分検討し、十分な監

視体制のもとに、環境に与える影響を少なくするよう慎重に行うものとする。 

 

 


	■00_表紙（港湾計画書用）
	■00_目次
	■01_第1章：地域の概要
	１－１　地域の概況
	１－２　公害防止計画
	１－４　下水道計画

	■02_第2章-1：大気質の現況
	第２章　環境の現況
	２－１　大気質の現況
	(1) 環境基準
	(2) 大気汚染物質発生施設の届出状況
	(3) 測定状況
	(4) 調査結果
	1) 二酸化硫黄
	2) 二酸化窒素
	3) 浮遊粒子状物質
	4) 光化学オキシダント
	5) 一酸化炭素
	6) ベンゼン等
	7) ダイオキシン類




	■03_第2章-2：騒音の現況
	２－２　騒音の現況
	(1) 環境基準等
	(2) 騒音発生施設の届出状況
	(3) 調査概要
	(4) 調査結果


	■04_第2章-3：振動の現況
	２－３　振動の現況
	(1) 規制基準等
	(2) 振動発生施設の届出状況
	(3) 調査概要
	(4) 調査結果


	■05_第2章-4：悪臭の現況
	２－４　悪臭の現況
	(1) 規制基準等
	(2) 悪臭に係る苦情の状況


	■06_第2章-5：潮流の現況 (2)
	２－５　潮流の現況
	(1) 調査概要
	(2)  調査結果


	■07_第2章-6：水質の現況
	２－６　水質の現況
	(1) 環境基準
	(2) 特定施設の届出状況
	(3) 調査概要
	(4) 調査結果
	1) 公共用水域水質調査
	① 河川
	② 海域




	■08_第2章-7：底質の現況
	２－７　底質の現況
	(1) 判定基準
	(2) 調査概要
	(3) 調査結果


	■09_第2章-8：地形の現況
	２－８　地形の現況
	(1) 代表的な地形


	■10_第2章-9：生物の現況
	２－９　生物の現況
	(1) 陸生植物
	(2) 陸生動物
	1) 哺乳類
	2) 鳥類
	3) 昆虫類
	4) 両生類・は虫類・淡水魚類

	(3) 海生生物
	1) 調査概要
	2) 調査結果
	① 植物プランクトン
	② 動物プランクトン
	③ 魚卵・稚仔魚
	④ 底生生物
	⑤ 付着生物




	■11_第2章-10：生態系の現況
	２－10　生態系の現況
	(1) 藻場・干潟
	(2) 生態系


	■12_第2章-11：景観の現況
	２－11　景観の現況
	(1) 景観資源
	(2) 景観の現況


	■13_第2章-12：人と自然の触れ合い活動の場の現況
	２－12　人と自然との触れ合い活動の場の現況
	(1) 自然公園
	(2) 野外レクリエーション地


	■14_第2章-13：その他の現況
	２－13　その他の現況
	(1) 漁業の現況
	(2) 文化財の現況


	■15_第3章-1：基本方針
	第３章　環境影響の予測と評価
	３－１　基本方針
	(1) 項目の選定
	(2) 予測及び評価の考え方



	■16_第3章-2：大気質
	３－２　大気質への影響の予測と評価
	(1) 予測の概要
	(2) 予測モデル
	1) 発生源モデル
	① 煙源形態
	② 有効煙突高

	2) 拡散モデル
	① プル－ム式（u ≧ 1.0m/s）
	② パフ式（u ＜ 1.0m/s）

	3) 気象モデル
	① 気象データ
	② 風向・風速
	③ 大気安定度


	(3) 負荷量の算定
	(4) 再現性についての検討
	1) 再現性の評価方法
	2) 再現性の評価結果

	(5) 予測条件
	1) バックグラウンド濃度
	2) 窒素酸化物から二酸化窒素への変換
	3) 年平均値から日平均値への変換

	(6) 予測結果
	(7) 評価


	■17_第3章-3：騒音
	３－３　騒音による影響の予測と評価
	(1) 予測の概要
	(2) 予測手法
	(3) 予測対象地点
	(4) 予測条件
	(5) 道路断面
	(6) 予測結果
	(7) 評価


	■18_第3章-4-5：振動・悪臭
	３－４　振動による影響の予測と評価
	(1) 予測の概要
	(2) 予測手法
	(3) 予測対象地点
	(4) 予測条件
	(5) 道路断面
	(6) 予測結果
	(7) 評価

	３－５　悪臭による影響の予測と評価

	■19_第3章-6：潮流
	３－６　潮流への影響の予測
	(1) 予測手法の概要
	1) 計算手順
	2) 計算ケース
	3) 計算範囲

	(2) 予測モデル
	(3) 計算条件
	(4) 予測結果
	1) 現況再現性
	2) 将来の予測結果・評価



	■20_第3章-7：水質
	３－７　水質への影響の予測と評価
	(1) 予測手法の概要
	1) 計算手順
	2) 計算ケース
	3) 計算範囲

	(2) 予測モデル
	(3)  計算条件
	(4) 汚濁負荷量の算定
	1) 算定方法
	2) 流入負荷量

	(5) 予測結果と評価
	1) 現況再現性
	2) 将来の予測結果
	3) 評　価



	■21_第3章-8-9-10-11-12-13-14-第4章：底質～総合評価
	３－８　底質への影響の予測と評価
	３－９　地形への影響の予測と評価
	３－10　生物への影響の予測と評価
	(1) 陸生植物
	(2) 陸生動物
	(3) 海生生物

	３－11　生態系への影響の予測と評価
	３－12　景観への影響の予測と評価
	３－13　人と自然との触れ合い活動の場への影響の予測と評価
	(1)自然公園への影響の予測と評価
	(2)野外レクリエーション地への影響の予測と評価

	３－14　その他への影響の予測と評価
	(1)漁業への影響の予測と評価
	(2)文化財への影響の予測と評価

	第４章　総合評価


